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好評

蓮田白岡環境センターでは、民間事業者と連携してリユース（再利用）を推進しています。
蓮田白岡環境センターで収集、処理しているものの中には、まだ使用できるものが数多くあります。
連携事業者が運営するサービスを利用してリユースできれば、最短で当日取引きも可能です。
ぜひこの機会にリユースをご検討ください。

「おいくら」は、買取店に一括見積依頼ができるサービ
スです。大型品も出張引き取りの対象となり、土日祝
や最短当日の引渡しも可能です。資格を持った査定
員が対応するため、安心して不用品を売却できます。

「ジモティー」は地元の掲示板サイトを活用して譲る
ことができるサービスです。品物を投稿すると、ご近
所で譲り先が見つかり、売れなかったものも無料で
譲ることができます。

おいくらを
ご利用される
かたはこちら

ジモティーを
ご利用される
かたはこちら

ごみとして処分する前にリユースを検討しませんか？ごみとして処分する前にリユースを検討しませんか？
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ど
う
や
っ
て
出
せ
ば
い
い
？

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
及
び
そ
れ
を
含
む
製
品
は
、

透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
、
乾
電
池
、
ス
プ

レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
と
は
、
別
に
分
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

 

充
電
器
は
集
積
所
に
出
せ
る
？

　
ケ
ー
ブ
ル
や
充
電
器
な
ど
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
を
内
蔵
し
て
い
な
い
製
品
は
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

膨
ら
ん
だ
も
の
は
集
積
所
に
出
せ
る
？

　
火
災
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
膨
ら

ん
で
し
ま
っ
た
も
の
は
集
積
所
で
は
な
く
、
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。（
直
接
持

ち
込
み
の
場
合
、
所
定
の
処
理
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）

 

収
集
日
ま
で
、
ど
う
保
管
す
れ
ば
い
い
？

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
適
切
な
保
管
を
し
な

け
れ
ば
、
破
裂
・
発
火
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

安
全
な
保
管
方
法
に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
で
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

↑端子の金属部分をテープ
などで巻きます

↑電池は外さずにごみに出
してください

↑車内に放置するのは危険
です

特 集

〜
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
正
し
い
出
し
方
〜

〜
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
正
し
い
出
し
方
〜

全
国
的
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
原
因
と
み
ら
れ
る
火
災
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
う
け
て
蓮
田
市
・

白
岡
市
で
は
令
和
７
年
12
月
か
ら
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
「
有
害
ご
み
」
と
し
て
月
一
回
収
集
し
て
い
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
主
な
発
火
原
因
は
「
圧

力
」「
衝
撃
」「
高
温
」
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
有
害

ご
み
の
収
集
で
は
火
災
を
予
防
す
る
た
め
、
ご
み
収
集

車
で
は
な
く
荷
台
が
平
ら
な
ト
ラ
ッ
ク
へ
直
接
積
み
込

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
圧
力
や
衝
撃
を
加
え
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
安
全
に
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
一
般
的
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
熱
膨
張

リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
は
内
部
温
度
が
80
℃
以
上
の
場
合

と
言
わ
れ
て
お
り
、
集
積
所
で
の
発
火
報
告
も
全
国
的

に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
真
夏
の
時
期
な
ど
の
気

温
が
高
い
日
も
安
全
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

危
険
が
な
い
よ
う
安
全
に
収
集
し
て
い
ま
す

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
捨
て
方 

Q
＆
A

ポイント

家
庭
で
の
安
全
な
保
管
に
つ
い
て

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
発
火
原
因
に
は
「
衝
撃
」

「
圧
力
」「
高
温
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
危
険
を
避
け
、
有
害
ご
み
の
収
集
日
ま
で

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
安
全
に
保
管
で
き
る
よ
う
、

家
庭
で
の
保
管
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
高
温
を
避
け
る

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
高

温
の
環
境
に
置
く
と
、
発
火
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
直
射
日
光

が
当
た
る
場
所
や
車
内
、
暖
房

器
具
の
近
く
な
ど
の
高
温
に
な

り
や
す
い
場
所
で
の
保
管
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
分
解
し
な
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
内
蔵
製
品

を
分
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ

の
衝
撃
で
発
火
す
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
無
理
に
分
解
せ
ず
、

本
体
ご
と
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
端
子
を
絶
縁
す
る

端
子
が
露
出
し
た
状
態
で
他

の
端
子
に
触
れ
る
と
、
シ
ョ
ー

ト
に
よ
る
発
熱
や
破
裂
を
招
く

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
テ
ー
プ
な

ど
で
絶
縁
処
理
を
す
る
と
安
全

で
す
。

リチウムイオン電池、
モバイルバッテリー等
回収対象の小型充電式電池

リチウムイオン電池を
取り外すことが
できない製品

※1辺が30cm以下の製品に限ります※1辺が30cm以下の製品に限ります ※指定袋に入らない製品は「粗大ごみ」※指定袋に入らない製品は「粗大ごみ」

リチウムイオン電池を
取り外すことが
できる製品

リチウムイオン
電池を取り外した
製品本体

取り外したリチウムイオン電池

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た
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人事行政の運営状況の公表　環境センター職員の給与、職員数などについてお知らせします

身近なものを大切につなぐまちへ　エコプラザが広げる “リユースの輪”１ 給与等状況
職員の給与は、標準設計費や国、他の地方公共団体、民間企業の給与等を考慮したうえで、条例で定められてい
ます。

❸職員の初任給の状況（令和7年４月１日現在）

2 公平委員会の業務の状況（令和6年度）

❶勤務条件に関する措置の要求の状況：なし
❷不利益処分に関する不服申し立ての状況：なし

決算の詳細はこちら▶

▲詳細はこちら※紙面の都合上、抜粋になっております。詳しくは環境センターホームページをご覧ください。

❷職員の平均給料月額・平均年齢の状況
　 （令和７年４月１日現在） 

316,244円

平均給料月額

381,297円

平均給与月額

一般行政職

39.2歳

平均年齢

❹職員手当の状況
蓮田白岡衛生組合（令和6年度支給割合）

勤勉手当

1.025月分

1.075月分

2.1月分

期末手当

1.225月分

1.275月分

2.5月分

６月期

１２月期

計

区　分

期末手当
勤勉手当一般行政職

大学卒

区　分

高校卒 201,000円

 225,600円

蓮田白岡衛生組合

決定初任給

❶職員給与費の状況（普通会計決算）

※職員数は令和７年３月末日現在、人数、給与費共に再任用短時間勤務職員を含みます。 

5,828千円  186,499千円47,221千円24,566千円114,712千円

（Ｂ／Ａ）

１人当たり給与費

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当

給　　　　　与　　　　　費

給　　料
職員数（Ａ）区　分

 32人6年度

歳 出歳 出 1,894,810千円
●議会費 215万3千円 組合議会の運営にかかる経費
●総務費 3億4,832万5千円 職員給与や財産管理などにか

かる経費
●衛生費 13億8,249万6千円 ごみ・し尿の処理にかかる経費
　①清掃総務費 4億5,637万1千円　 電気・水道代ほか
　②じん芥処理費 8億2,647万円 ごみ処理にかかる経費（収集

運搬費、機械の点検修理費、
焼却灰などの処理費）

　③し尿処理費 9,575万2千円 し尿処理にかかる経費（機械
の点検修理費や薬品の購入費
など）

　④リサイクル促進費 390万2千円 リサイクルプラザの運営にか
かる経費

●公債費 1億6,183万6千円 借入金の元利償還金
●予備費 0円 地方自治法第２１７条に基づく

計上経費

●分担金 12億3千円 ごみ・し尿の処理、施設の維持
管理（機械修理や焼却灰など
の処理費）にかかる経費を蓮
田市と白岡市が負担している
もの

●負担金 1億450万円 ごみ処理費のうち不燃ごみ
（ガラス類・ペットボトル）の収
集運搬にかかる経費を蓮田市
と白岡市が負担しているもの

●使用料及び手数料 4億402万7千円 組合事業から生じる収入（有
料指定ごみ袋・し尿清掃券の
販売代金、ごみの直接持ち込
み手数料など）

●財産収入 1億1,609万4千円 資源（鉄・アルミ・古紙類など）
の売却益など

●繰入金 0円 施設整備基金の繰入金
●繰越金 1億5,196万5千円 前年度の繰越金
●諸収入 480万7千円 組合預金利子、広告収入など
●組合債 1,870万円 ごみ処理施設の機器更新にか

かる借入金

歳 入歳 入 2,000,096千円

エコプラザへ行こう

トピック１
　エコプラザのリユース品コーナーでは、「常時販売」と「抽選販売」で
使えるものを必要なかたへ安価な金額でお譲りする仕組みがあります。
　最近は、大きな家具よりも、小物や日用品、子ども用品、アウトドア
用品など、“すぐ使えて持ち帰りやすい”アイテムが増えてきました。
　また一部部品などのジャンク品も率先してリユースしています。
　掘り出し物が見つかるかもしれませんよ！

　ご家庭で「もう使わないかも」と思ったものでも、次に使ってくれるかたがいるかもしれません。蓮田白岡
環境センターでは、エコプラザを中心に、“捨てずにつなぐ”リユース活動を広げています。市民の皆さんと一
緒に、少しずつ「循環するまち」をつくっています。

トピック2
　リユース品引取会は毎月様々な品物をテーマを決めて行い、
ご家庭で不用になった、たくさんの品物が持ち込まれてい
ます。
　持ち込まれた物はリユースコーナーで販売します。 「捨てず
に済んだ」「必要な人に使ってもらえるのが安心」という声も
多く、“ごみを減らす仕組み”として定着しつつあります。

トピック3
　蓮田市・白岡市で行われるイベントでは、“子ども服リ
ユース”や“おもちゃ提供”などのリユース活動を行ってい
ます。また、ガラスをリサイクルした砂を使った“宝探し”
やドラム缶に環境について思い思いのメッセージやイラスト
を描く“ドラム缶アート”などを通じて、ごみや環境に関心
を持つきっかけ作りを行っています。

　毎週日曜日に開設しているリサイクルステーションは、利用者も増加し毎週
来場されている市民のかたもいらっしゃいます。
　古紙や缶、ペットボトル、小型家電などの他、リチウムイオン
電池も持ち込みができるようになりました。
　リサイクルステーションに持ち込める品物は二次元コードから▶
ご確認ください。

令和6年度決算の概要令和6年度決算の概要
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人事行政の運営状況の公表　環境センター職員の給与、職員数などについてお知らせします

身近なものを大切につなぐまちへ　エコプラザが広げる “リユースの輪”１ 給与等状況
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管理（機械修理や焼却灰など
の処理費）にかかる経費を蓮
田市と白岡市が負担している
もの

●負担金 1億450万円 ごみ処理費のうち不燃ごみ
（ガラス類・ペットボトル）の収
集運搬にかかる経費を蓮田市
と白岡市が負担しているもの

●使用料及び手数料 4億402万7千円 組合事業から生じる収入（有
料指定ごみ袋・し尿清掃券の
販売代金、ごみの直接持ち込
み手数料など）

●財産収入 1億1,609万4千円 資源（鉄・アルミ・古紙類など）
の売却益など

●繰入金 0円 施設整備基金の繰入金
●繰越金 1億5,196万5千円 前年度の繰越金
●諸収入 480万7千円 組合預金利子、広告収入など
●組合債 1,870万円 ごみ処理施設の機器更新にか

かる借入金

歳 入歳 入 2,000,096千円

エコプラザへ行こう

トピック１
　エコプラザのリユース品コーナーでは、「常時販売」と「抽選販売」で
使えるものを必要なかたへ安価な金額でお譲りする仕組みがあります。
　最近は、大きな家具よりも、小物や日用品、子ども用品、アウトドア
用品など、“すぐ使えて持ち帰りやすい”アイテムが増えてきました。
　また一部部品などのジャンク品も率先してリユースしています。
　掘り出し物が見つかるかもしれませんよ！

　ご家庭で「もう使わないかも」と思ったものでも、次に使ってくれるかたがいるかもしれません。蓮田白岡
環境センターでは、エコプラザを中心に、“捨てずにつなぐ”リユース活動を広げています。市民の皆さんと一
緒に、少しずつ「循環するまち」をつくっています。

トピック2
　リユース品引取会は毎月様々な品物をテーマを決めて行い、
ご家庭で不用になった、たくさんの品物が持ち込まれてい
ます。
　持ち込まれた物はリユースコーナーで販売します。 「捨てず
に済んだ」「必要な人に使ってもらえるのが安心」という声も
多く、“ごみを減らす仕組み”として定着しつつあります。

トピック3
　蓮田市・白岡市で行われるイベントでは、“子ども服リ
ユース”や“おもちゃ提供”などのリユース活動を行ってい
ます。また、ガラスをリサイクルした砂を使った“宝探し”
やドラム缶に環境について思い思いのメッセージやイラスト
を描く“ドラム缶アート”などを通じて、ごみや環境に関心
を持つきっかけ作りを行っています。

　毎週日曜日に開設しているリサイクルステーションは、利用者も増加し毎週
来場されている市民のかたもいらっしゃいます。
　古紙や缶、ペットボトル、小型家電などの他、リチウムイオン
電池も持ち込みができるようになりました。
　リサイクルステーションに持ち込める品物は二次元コードから▶
ご確認ください。

令和6年度決算の概要令和6年度決算の概要
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い
が
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オ
ジ
さ
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だ
っ
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そ
し
て

い
が
い
と

重
か
っ
た…

　
環
境
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
た
ア
ル
ミ
缶
を

使
っ
て
ポ
ン
ポ
ン
船
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
3
月
14
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員
　
小
学
生
以
下
の
か
た
と
保
護
者
６
組
　

　
　
　（
12
名
）

費
用
　
１
組
２
０
０
円
（
保
険
代
）

講
師
　
水
野
　
豊 

氏

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り

ま
す
。

日
時
　
3
月
22
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

定
員
　
小
学
生
以
下
の
か
た
と
保
護
者
６
組
　

　
　
　（
12
名
）

費
用
　
１
組
２
０
０
円
（
保
険
代
）

講
師
　
環
境
セ
ン
タ
ー
職
員

　

◇
応
募
資
格
　
蓮
田
市
ま
た
は
白
岡
市
に
1
年
以
上
在
住
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
か
た

◇
募
集
人
数
　
4
名

◇
任
　
　
期
　
令
和
8
年
7
月
1
日
か
ら
令
和
10
年
6
月
30
日
ま
で
の
2
年
間

◇
会
議
回
数
　
年
5
回
程
度

◇
報
　
　
酬
　
会
長
６
，５
０
０
円
　
委
員
６
，２
０
０
円
（
い
ず
れ
も
日
額
）

◇
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
等
の
必
要
事
項
と
応
募
動
機
（
８
０
０
字
程
度
）

　
　
　
　
　
　
を
記
入
し
、
蓮
田
白
岡
環
境
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対
策
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参
。

　
　
　
　
　
　
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
環
境
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対
策
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

◇
提
出
期
限
　
令
和
8
年
3
月
19
日
（
木
）

◇
選
考
方
法
　
書
類
選
考
及
び
面
接
等
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

◇
選
考
結
果
　
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
応
募
に
関
す
る
情
報
は
選
考
目
的
以
外

　
　
　
　
　
　
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
先
　
☎
０
４
８
ー
７
６
６
ー
３
７
３
８
（
蓮
田
局
）

　
　
　
　
　
　
☎
０
４
８
０
ー
９
２
ー
８
８
３
９
（
白
岡
局
）

　
彩
北
広
域
清
掃
組
合
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
）
で
は
、
燃
え
る

ご
み
を
処
理
す
る
施
設
の
小
針

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
施
設
故

障
が
発
生
し
、
令
和
７
年
９
月

よ
り
ご
み
の
処
理
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
要
請
を
受
け
、
環

境
セ
ン
タ
ー
は
「
埼
玉
県
清
掃

行
政
研
究
協
議
会
ご
み
処
理
施

設
県
内
協
力
体
制
」
に
基
づ
き

彩
北
広
域
清
掃
組
合
管
内
か
ら

生
じ
る
家
庭
系
の
燃
え
る
ご
み

の
一
部
を
令
和
７
年
９
月
16
日

か
ら
令
和
７
年
11
月
７
日
ま
で

受
入
れ
ま
し
た
。

彩
北
広
域
清
掃
組
合
か
ら
の

ご
み
の
受
入
れ
に
つ
い
て

ア
ル
ミ
缶
で
お
も
ち
ゃ
作
り

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
の
役
割
は・・・？

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
つ
い
て
、管
理
者
の
諮
問
に
応
じ
、

市
民
の
代
表
と
し
て
意
見
や
提
案
を
し
、諮
問
に
対
す
る
答
申
を
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
作
り

体
験
講
座
の
申
込
み
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
問

合
せ
は
エ
コ
プ
ラ
ザ
ま
で

　
☎
０
４
８
０
ー
９
３
ー
０
０
７
７

※
祝
日
及
び
水
曜
日
は
休
館
で
す
。

蓮
田
白
岡
環
境
セ
ン
タ
ー

関
係
地
区
環
境
保
全
連
絡
協
議
会

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

　蓮田市・白岡市では、新聞紙・雑誌・段ボール・びん・缶などの資源
ごみを決められた方法で回収し、再資源化につなげています。 　近年、
この資源ごみを無断で持ち去る行為が増えています。

　かつては、集団回収で価値のあった新聞紙を狙った持ち去りが主流で
した。しかし、新聞購読世帯の減少や電子化により、新聞紙の排出量その
ものが減ったことで、新聞紙の持ち去りは以前より少なくなっています。

✅✅昔は「新聞紙」の持ち去りが主流でした

　近年は、金属類の売却価格の高騰により、金属ごみを目的とした持ち
去りが急増しています。特に、「燃やせないごみ（指定袋）」に入れられ
た金属類は、袋を破って中身だけを抜き取る悪質なケースも確認され
ており、集積所の環境悪化や住民トラブルの要因となっています。

✅✅今は金属類の価格高騰で“金属狙い”が急増

　資源ごみの持ち去りは条例違反にあたる行為です。環境センターで
は、市と連携して巡回を強化しており、最近では警察と協力して２件の
検挙が行われました。行政としても、今後も対策を継続していきます。

✅✅持ち去りは違法行為。警察と連携し検挙も発生

　不審な人物や車両を見かけても、絶対に声をかけたり、
直接注意をしないでください。危険を伴う場合があります。可能な範囲
で、日時・場所・車両の色や特徴、ナンバーなどを記録し、環境センター
または市役所へお知らせください。

✅✅市民の皆さまへお願い（まずは安全を最優先に）

　持ち去り被害を防ぐためには、前日から資源ごみを出さない、カラス
除けネットなどで中身が見えないようにするなど、市民の皆さま一人ひ
とりの工夫も効果的です。こうした自衛の取り組みが広がることで、地
域全体で資源を守る力にもつながっていきます。資源ごみは、地域の大
切な財産です。今後とも、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

✅✅まずは“自衛”を、そして地域全体で資源を守るために
２月号の表 紙２月号の表 紙

　
蓮
田
白
岡
環
境
セ
ン
タ
ー
関
係
地
区
環
境
保

全
連
絡
協
議
会
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
半
径

５
０
０
ｍ
圏
内
の
自
治
会
及
び
行
政
区
か
ら
選

出
さ
れ
た
11
名
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
協

議
会
で
す
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
は
協
議
会

と
公
害
防
止
に
関
す
る
覚
書

を
交
わ
し
て
お
り
、
年
に
２

回
開
催
さ
れ
る
会
議
で
は
、

環
境
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理

施
設
等
が
適
正
に
運
転
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
事
業
内
容
を

報
告
し
て
い
ま
す
。

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
た
ら

   「
１
↓
３
」
と
押
し
て
く
だ
さ
い
。

現審議会では「有料指定
ごみ袋の見直し」につい
て諮問され、多岐にわた
る課題を総合的に整理し、
制度見直しに向けた方向
性をとりまとめるため、
２年間にわたり審議して
いただいております。

体
験
講
座

コラム

資源ごみ 持ち去り行為について資源ごみ 持ち去り行為について

協
議
会
委
員
が
施
設
の
運
転

状
況
を
確
認
す
る
様
子
◀

設
立
当
初
よ
り
委
員
を

務
め
る
野
原
さ
ん
（
前

会
長
）◀

現
会
長
・
小
幡
さ
ん
◀
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画・長谷川淳

が

ね
え
︑

こ
ど
も

が
泣
い

て
る
よ

ど
う

し
た
の
？

　
　
じ
つ
は
︑ボ
ー
チョ
ー
し
て

　
ふ
く
ら
ん
だ
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

　
電
池
は
︑有
害
ご
み
と
し
て

　
回
収
し
て
く
れ
な
く
て

　
さ
び
し
く
て
泣
い
ち
ゃっ

　
　
た
ん
だ

  

ボ
ー
チョ
ー
し
た

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は

  

直
接
︑
環
境
セ
ン
タ
ー
に

     

持
ち
込
み
で
き
る
ん
だ
よ

受
付

ぼ
く
は
︑

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
ク
ン

で
す
！

い
が
い
と

オ
ジ
さ
ん

だ
っ
た…

そ
し
て

い
が
い
と

重
か
っ
た…

　
環
境
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
た
ア
ル
ミ
缶
を

使
っ
て
ポ
ン
ポ
ン
船
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
3
月
14
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員
　
小
学
生
以
下
の
か
た
と
保
護
者
６
組
　

　
　
　（
12
名
）

費
用
　
１
組
２
０
０
円
（
保
険
代
）

講
師
　
水
野
　
豊 

氏

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り

ま
す
。

日
時
　
3
月
22
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

定
員
　
小
学
生
以
下
の
か
た
と
保
護
者
６
組
　

　
　
　（
12
名
）

費
用
　
１
組
２
０
０
円
（
保
険
代
）

講
師
　
環
境
セ
ン
タ
ー
職
員

　

◇
応
募
資
格
　
蓮
田
市
ま
た
は
白
岡
市
に
1
年
以
上
在
住
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
か
た

◇
募
集
人
数
　
4
名

◇
任
　
　
期
　
令
和
8
年
7
月
1
日
か
ら
令
和
10
年
6
月
30
日
ま
で
の
2
年
間

◇
会
議
回
数
　
年
5
回
程
度

◇
報
　
　
酬
　
会
長
６
，５
０
０
円
　
委
員
６
，２
０
０
円
（
い
ず
れ
も
日
額
）

◇
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
等
の
必
要
事
項
と
応
募
動
機
（
８
０
０
字
程
度
）

　
　
　
　
　
　
を
記
入
し
、
蓮
田
白
岡
環
境
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対
策
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参
。

　
　
　
　
　
　
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
環
境
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対
策
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

◇
提
出
期
限
　
令
和
8
年
3
月
19
日
（
木
）

◇
選
考
方
法
　
書
類
選
考
及
び
面
接
等
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

◇
選
考
結
果
　
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
応
募
に
関
す
る
情
報
は
選
考
目
的
以
外

　
　
　
　
　
　
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
先
　
☎
０
４
８
ー
７
６
６
ー
３
７
３
８
（
蓮
田
局
）

　
　
　
　
　
　
☎
０
４
８
０
ー
９
２
ー
８
８
３
９
（
白
岡
局
）

　
彩
北
広
域
清
掃
組
合
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
）
で
は
、
燃
え
る

ご
み
を
処
理
す
る
施
設
の
小
針

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
施
設
故

障
が
発
生
し
、
令
和
７
年
９
月

よ
り
ご
み
の
処
理
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
要
請
を
受
け
、
環

境
セ
ン
タ
ー
は
「
埼
玉
県
清
掃

行
政
研
究
協
議
会
ご
み
処
理
施

設
県
内
協
力
体
制
」
に
基
づ
き

彩
北
広
域
清
掃
組
合
管
内
か
ら

生
じ
る
家
庭
系
の
燃
え
る
ご
み

の
一
部
を
令
和
７
年
９
月
16
日

か
ら
令
和
７
年
11
月
７
日
ま
で

受
入
れ
ま
し
た
。

彩
北
広
域
清
掃
組
合
か
ら
の

ご
み
の
受
入
れ
に
つ
い
て

ア
ル
ミ
缶
で
お
も
ち
ゃ
作
り

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
の
役
割
は・・・？

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
つ
い
て
、管
理
者
の
諮
問
に
応
じ
、

市
民
の
代
表
と
し
て
意
見
や
提
案
を
し
、諮
問
に
対
す
る
答
申
を
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
作
り

体
験
講
座
の
申
込
み
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
問

合
せ
は
エ
コ
プ
ラ
ザ
ま
で

　
☎
０
４
８
０
ー
９
３
ー
０
０
７
７

※
祝
日
及
び
水
曜
日
は
休
館
で
す
。

蓮
田
白
岡
環
境
セ
ン
タ
ー

関
係
地
区
環
境
保
全
連
絡
協
議
会

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

　蓮田市・白岡市では、新聞紙・雑誌・段ボール・びん・缶などの資源
ごみを決められた方法で回収し、再資源化につなげています。 　近年、
この資源ごみを無断で持ち去る行為が増えています。

　かつては、集団回収で価値のあった新聞紙を狙った持ち去りが主流で
した。しかし、新聞購読世帯の減少や電子化により、新聞紙の排出量その
ものが減ったことで、新聞紙の持ち去りは以前より少なくなっています。

✅✅昔は「新聞紙」の持ち去りが主流でした

　近年は、金属類の売却価格の高騰により、金属ごみを目的とした持ち
去りが急増しています。特に、「燃やせないごみ（指定袋）」に入れられ
た金属類は、袋を破って中身だけを抜き取る悪質なケースも確認され
ており、集積所の環境悪化や住民トラブルの要因となっています。

✅✅今は金属類の価格高騰で“金属狙い”が急増

　資源ごみの持ち去りは条例違反にあたる行為です。環境センターで
は、市と連携して巡回を強化しており、最近では警察と協力して２件の
検挙が行われました。行政としても、今後も対策を継続していきます。

✅✅持ち去りは違法行為。警察と連携し検挙も発生

　不審な人物や車両を見かけても、絶対に声をかけたり、
直接注意をしないでください。危険を伴う場合があります。可能な範囲
で、日時・場所・車両の色や特徴、ナンバーなどを記録し、環境センター
または市役所へお知らせください。

✅✅市民の皆さまへお願い（まずは安全を最優先に）

　持ち去り被害を防ぐためには、前日から資源ごみを出さない、カラス
除けネットなどで中身が見えないようにするなど、市民の皆さま一人ひ
とりの工夫も効果的です。こうした自衛の取り組みが広がることで、地
域全体で資源を守る力にもつながっていきます。資源ごみは、地域の大
切な財産です。今後とも、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

✅✅まずは“自衛”を、そして地域全体で資源を守るために
２月号の表 紙２月号の表 紙

　
蓮
田
白
岡
環
境
セ
ン
タ
ー
関
係
地
区
環
境
保

全
連
絡
協
議
会
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
半
径

５
０
０
ｍ
圏
内
の
自
治
会
及
び
行
政
区
か
ら
選

出
さ
れ
た
11
名
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
協

議
会
で
す
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
は
協
議
会

と
公
害
防
止
に
関
す
る
覚
書

を
交
わ
し
て
お
り
、
年
に
２

回
開
催
さ
れ
る
会
議
で
は
、

環
境
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理

施
設
等
が
適
正
に
運
転
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
事
業
内
容
を

報
告
し
て
い
ま
す
。

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
た
ら

   「
１
↓
３
」
と
押
し
て
く
だ
さ
い
。

現審議会では「有料指定
ごみ袋の見直し」につい
て諮問され、多岐にわた
る課題を総合的に整理し、
制度見直しに向けた方向
性をとりまとめるため、
２年間にわたり審議して
いただいております。

体
験
講
座

コラム

資源ごみ 持ち去り行為について資源ごみ 持ち去り行為について

協
議
会
委
員
が
施
設
の
運
転

状
況
を
確
認
す
る
様
子
◀

設
立
当
初
よ
り
委
員
を

務
め
る
野
原
さ
ん
（
前

会
長
）◀

現
会
長
・
小
幡
さ
ん
◀
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好評

蓮田白岡環境センターでは、民間事業者と連携してリユース（再利用）を推進しています。
蓮田白岡環境センターで収集、処理しているものの中には、まだ使用できるものが数多くあります。
連携事業者が運営するサービスを利用してリユースできれば、最短で当日取引きも可能です。
ぜひこの機会にリユースをご検討ください。

「おいくら」は、買取店に一括見積依頼ができるサービ
スです。大型品も出張引き取りの対象となり、土日祝
や最短当日の引渡しも可能です。資格を持った査定
員が対応するため、安心して不用品を売却できます。

「ジモティー」は地元の掲示板サイトを活用して譲る
ことができるサービスです。品物を投稿すると、ご近
所で譲り先が見つかり、売れなかったものも無料で
譲ることができます。

おいくらを
ご利用される
かたはこちら

ジモティーを
ご利用される
かたはこちら

ごみとして処分する前にリユースを検討しませんか？ごみとして処分する前にリユースを検討しませんか？


